
国
労
東
北
協
議
会
と
国
労
仙

台
地
本
は
２
０
０
９
年
春
闘
勝

利
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
大

衆
行
動
を
展
開
。

３
月
６
日
に
は
国
労
東
北
総

決
起
集
会
（
国
労
せ
ん
だ
い
速

報
版
２
５
４
４
号
参
照
）
を
開

催
、
翌
７
日
に
は
国
労
仙
台
総

行
動
を
開
催
し
た
。

座
り
込
み
開
始

総
行
動
は
仙
台
市
匂
当
台
公

園
に
お
い
て
十
一
時
か
ら
開
会
、

参
加
し
た
組
合
員
が
整
然
と
座

り
込
み
を
開
始
し
た
。

同
時
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
「
森
風
輝
龍
太

鼓
（
し
ん
ぷ
う
き
り
ゅ
う
だ
い

こ
）
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
力
強

い
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
総

行
動
参
加
者
へ
の
熱
い
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
橋
本
委
員
長
は
「
空
前

の
経
済
不
況
の
中
、
企
業
は
労

働
者
の
首
切
り
で
凌
ぎ
切
ろ
う

と
し
、
そ
の
結
果
、
我
々
労
働

者
の
生
活
は
ど
ん
底
に
喘
ぎ
、

衣
食
住
の
生
活
基
本
権
す
ら
奪

わ
れ
て
い
る
。
労
働
運
動
が
停

滞
し
て
い
る
中
で
、
少
し
で
も

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
運
動
と

連
帯
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
訴

え
た
。
ま
た
集
会
へ
は
政
党
・

友
誼
団
体
・
国
労
議
員
団
な
ど

多
く
の
方
々
に
駆
け
つ
け
て
頂

い
た
き
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶

を
受
け
た
。

チ
ラ
シ
配
布
行
動

恒
例
と
な
っ

て
い
る
、

Ｄ
51
合
唱

団
に
よ
る

歌
声
を
鑑

賞
し
た
後
、

市
内
三
箇

所
に
分
か
れ
て
の
チ
ラ
シ
配
布

行
動
を
展
開

し
、
春
闘
、

合
理
化
・
安

全
問
題
、
不

採
用
問
題
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
チ
ラ
シ
約
三
千
枚
を
市
民
に

配
布
し
た
。
ま
た
来
賓
と
し
て

参
加
の
本
部
望
月
総
務
財
政
部

長
か
ら
は
春
闘
情
勢
と
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
、
組
織
問
題
等
に
つ

い
て
報
告
と
提
起
が
さ
れ
た
。

ミ
ニ
学
習
会

更
に
は
「
青
空

ミ
ニ
学
習
会
」
と

し
て
、
①
貨
物
の

合
理
化
問
題
を
東

北
貨
物
協
議
会
の

大
越
事
務
長
よ
り
、

②
電
気
職
場
の
安

全
問
題
を
仙
台
電
気
協
議
会
の

千
葉
議
長
よ
り
、
③
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
に
つ
い
て
は
地
本
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
会
議
の
佐
藤
事
務

局
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
と

問
題
提
起
を
し
て
頂
い
た
。

春
闘
川
柳
表
彰次

に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
定
着

を
見
せ
て
い

る
春
闘
川
柳

の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
投

票
獲
得
数
、

上
位
十
句
【
次
頁
参
照
】
が
紹

介
さ
れ
、
入
賞
者
へ
橋
本
委
員

長
か
ら
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

決
意
表
明

続
い
て
各
支
部
等
か
ら
の
決

意
表
明
と
し
て
、
仙
台
闘
争
団

高
橋
団
長
、
貨
物
協
議
会
岩
井

議
長
、
東
北
自
動
車
支
部
佐
藤

書
記
長
、
山
形
県
支
部
伊
藤
書

記
長
、
郡
工
支
部
本
田
執
行
委

員
、
福
島
県
支
部
小
檜
山
委
員

長
、
仙
総
支
部
庄
司
委
員
長
、

宮
城
県
支
部
秋
山
委
員
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
決
意
が
述
べ

ら
れ
た
。

更
に
は
、
地

方
大
会
以
降

の
組
織
拡
大

者
の
決
意
と

し
て
、
自
動
車
支
部
の
兜
森
さ

ん
と
佐
藤
書
記
長
、
郡
山
駅
連

の
佐
藤
分
会
長
よ
り
挨
拶
と
決

意
表
明
を
受
け
た
。

ま
た
味
が
好
評
の
「
玉
こ
ん

に
ゃ
く
」
の
カ
ン
パ
額
２
５
，

８
２
１
円
は
全
額
橋
本
委
員
長

か
ら
仙
台
闘
争
団
高
橋
団
長
へ

手
渡
さ
れ
た
。

集
約
集
会
と
デ
モ

集
約
集
会
に
移
り
、
地
本
大

沼
書
記
長
は
「
連
日
の
集
会
に

も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
組
合
員

が
結
集
し
、
昨
日
の
集
会
に
は

４
２
８
名
（
内
仙
台
地
本
３
０

３
名
）
、
本
日
は
２
８
７
名
と
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２
・
16

団
交
（
ダ
イ
改
・
申
11
号
）

２
・
20

団
交
（
ダ
イ
改
・
申
13
号
）

２
・
21

第
１
２
０
回
地
方
委
員
会

第
94
回
婦
人
部
定
期
委
員
会

２
・
22

09
春
闘
第
３
回
事
務
局
会
議

２
・
23

団
交
（
ダ
イ
改
・
申
17
号
）

２
・
23

団
交
（
ダ
イ
改
・
整
理
）

２
・
27

団
交
（
ダ
イ
改
・
申
14
号
）

３
・
３

中
央
行
動

３
・
５

団
交
（
ダ
イ
改
・
申
13
号
）

３
・
６

国
労
東
北
総
決
起
集
会

３
・
７

国
労
仙
台
総
行
動

３
・
11

第
６
回
執
行
委
員
会

３
・
11

中
央
行
動

３
・
14

地
本
組
織
対
策
会
議

３
・
16

団
交
（
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

関
係
業
務
改
善
・
申
18
・
20
号
）

３
・
18

団
交
（
同
・
申
16
・
19
号
）

３
・
18
・
24
・
25

中
央
行
動

３
・
25

鉄
建
公
団
訴
訟
控
訴
審
判
決

社
民
党
宮
城
県
連
合

岸
田

清
実
幹
事
長

共
産
党
宮
城
県
委
員
会

五
島

平
書
記
長

建
交
労
宮
城
地
本

佐
藤

稔
委
員
長

宮
城
県
労
連

高
橋

正
利
議
長

仙
台
市
職
員
労
組

佐
々
木
安
夫
委
員
長

仙
台
市
議
会

相
沢

和
紀
議
員

仙
台
市
議
会

石
川
け
ん
じ
議
員

仙
台
市
議
会

大
槻

正
俊
議
員

日
本
共
産
党

高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員

宮
城
県
交
運
労
組
協
議
会

鈴
木

巌
議
長



両
日
合
わ
せ
て
延
べ
人
数
で
は

地
本
組
織
の
六
割
の
動
員
を
勝

取
っ
た
。
両
日
の
行
動
力
と
団

結
を
職
場
に
お
い
て
も
実
践
し
、

諸
要
求
の
獲
得
と
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
奮
闘
す
る
事
を
お

願
い
し
た
い
」
と
集
約
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
が
佐
藤
婦
人

部
長
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、
全

体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
後
、

最
後
に
橋
本
委
員
長
の
団
結
頑

張
ろ
う
で
集
会
を
締
め
た
。

参
加
者
一
同
は
隊
列
を
組
み
、

Ｄ
51
合
唱
団
の
う
た
ご
え
に
送

ら
れ
な
が
ら
、
仙
台
駅
前
ま
で

の
デ
モ
行
進
に
出
発
。
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
へ
の
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
た
。

3
月
14
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

に
お
い
て
第
一
回
地
本
組
織
対

策
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
中
島
副
委
員
長
の
司

会
で
開
会
し
、
橋
本
委
員
長
よ

り
主
催
者
代
表
の
挨
拶
を
受
け

た
後
、
東
日
本
本
部
武
田
組
織

部
長
か
ら
組
織
拡
大
の
現
状
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
が
さ

れ
た
。
【
下
囲
み
】

地
方
本
部
か
ら
は
後
藤
組
織

部
長
が
①
一
括
和
解
以
降
の
状

況
と
組
織
の
現
状
②
08
年
新
採

者
の
獲
得
に
向
け
た
組
織
拡
大

運
動
の
総
括
③
今
後
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
を

行
っ
た
。

ま
た
特
別
報
告
と
し
て
、
昨

年
12
月
1
日
付
け
で
国
労
に
新

規
加
入
し
た
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
社

員
の
兜
森
氏
が
国
労
加
入
に
至
っ

た
経
過
と
決
意
を
述
べ
た
。

【
以
下
要
旨
】
「
平
成
７
年
バ

ス
東
北
に
契
約
社
員
と
し
て
入

社
、
勤
務
地
の
十
和
田
南
営
業

所
が
平
成
14
年
に
廃
止
と
な
り
、

そ
の
後
は
秋
田
支
店
に
単
身
赴

任
で
勤
務
。
１
年
更
新
の
12
年

間
に
及
ぶ
契
約
社
員
期
間
を
経

て
社
員
と
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、

見
切
り
を
つ
け
て
職
場
を
去
っ

た
人
、
不
満
が
あ
り
社
員
試
験

を
受
け
な
い
で
契
約
社
員
の
ま

ま
10
年
以
上
働
い
て
い
る
人
も

い
る
。
一
方
で
１
〜
２
年
で
社

員
に
な
る
20
〜
30
代
の
人
も
い

て
、
こ
の
差
は
何
か
と
思
っ
て

い
た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
、
バ
ス
各
社

は
利
益
を
上
げ
て
い
る
が
そ
の

底
辺
を
支
え
て
い
る
私
た
ち
が

こ
う
し
た
現
状
で
良
い
も
の
か
？

誰
か
が
現
状
を
打
破
し
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

こ
う
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
国

労
の
皆
さ
ん
と
共
に
闘
う
決
心

が
つ
き
加
入
し
た
。
加
入
の
際

は
皆
さ
ん
の
手
助
け
も
あ
り
、

問
題
な
く
加
入
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
皆
誰
し
も
多
か
れ
少
な

か
れ
現
状
に
不
満
が
あ
る
と
思

う
。
一
方
で
行
動
に
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
で
不
利
益
を
受
け
た
く

な
い
の
も
本
音
。
だ
が
内
部
告

発
し
て
業
務
を
干
さ
れ
退
職
し

た
ト
ナ
ミ
運
輸
の
串
本
氏
や
独

裁
者
の
国
の
国
民
に
比
較
す
れ

ば
ま
だ
ま
し
。
先
輩
た
ち
が
経

験
し
た
国
鉄
改
革
の
茨
の
道
に

比
べ
れ
ば
ト
ゲ
も
丸
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を

お
願
い
し
た
い
」

次
に
4
つ
の
分
会
か
ら
「
昨

年
の
経
験
か
ら
学
ぶ
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
拡
大
の
取
り
組
み
の

実
践
報
告
が
さ
れ
た
。

郡
山
駅
連
合
分
会
の
佐
藤
分

会
長
は
、
①
日
常
的
な
関
わ
り

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
職
場
で
の

問
題
点
の
改
善
や
個
人
の
問
題

も
取
り
上
げ
る
こ
と
、
更
に
は

転
勤
し
て
も
付
き
合
う
人
間
・

信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
。
仲
間
の
関
わ
り
で
は
、
役

員
で
な
い
、
一
般
組
合
員
の
奮

闘
と
決
意
が
大
切
②
分
会
執
行

委
員
会
で
は
毎
回
議
題
に
。
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
と
オ
ル
グ
の
実
践
。

組
合
員
・
家
族
交
流
会
の
実
施

と
仲
間
の
参
加
③
昨
年
の
取
り

組
み
〜
新
採
歓
迎
会
へ
の
駅
長

等
へ
の
来
賓
要
請
・
新
採
者
へ

の
「
入
社
お
め
で
と
う
」
「
私

た
ち
が
国
労
で
す
」
チ
ラ
シ
配

布
。
分
会
情
報
の
活
用
や
顔
写

真
入
り
チ
ラ
シ
の
作
成
④
東
労

組
の
混
乱
・
迷
走
に
対
し
、
職

場
の
声
を
代
表
し
て
い
る
国
労

運
動
の
優
位
性
に
自
信
を
持
っ

て
組
織
拡
大
を
取
り
組
も
う
、

と
報
告
。
そ
の
後
仙
台
信
通
区

田
中
副
分
会
長
、
郡
山
信
通
区

大
橋
副
分
会
長
、
貨
物
宮
城
結

城
書
記
長
よ
り
昨
年
の
取
り
組

み
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

さ
れ
た
。

最
後
に
全
体
で
意
見
交
換
を

行
い
、
間
近
に
迫
っ
た
新
採
者

の
現
場
配
属
に
対
し
具
体
的
取

り
組
み
の
意
思
統
一
を
図
り
、

散
会
し
た
。
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３
月
１
日
よ
り
、
仙
台
地
本
の
書
記
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
沓
澤
萌
加
さ
ん
で
す
。

沓
澤
さ
ん
は
、
本
年
７
月
末
日
を
も
っ
て
定

年
退
職
を
予
定
を
し
て
い
る
岡
崎
さ
ん
の
業

務
を
引
き
継
い
で
頂
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
本
へ
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
優
し
く
声
を

か
け
て
下
さ
い
ね
。

第
一
位
指
示
を
出
す

上
司
の
回
路

誤
配
線配

線
マ
ン

第
二
位
パ
ー
ト
ナ
ー

増
え
る
業
務

無
理
言
え
ず

ワ
カ
サ
ギ

与
作

第
三
位

う
す
く
な
る

髪
と
給
料

記
憶
力

ふ
え
る
の
は

メ
タ
ボ
と
愚
痴
残
尿
感

あ
と
少
し
で
仲
間
入
り

第
四
位

可
愛
い
な

孫
の
ホ
ッ
ペ
に
口
付
け
す

微
笑
み
ジ
ジ
イ

第
五
位

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
言
わ
れ
て
も

会
社
の
施
策
は

ル
ー
ズ
な
り

ア
ベ
ノ
ナ
カ
マ
サ
タ
ロ
ウ

我
が
職
場

所
長
の
支
持
率
麻
生
以
下

チ
ェ
ケ
ラ
ッ
チ
ョ
！

第
七
位

合
理
化
で

仕
事
は
増
え
て

人
は
減
る

２
組
１
班

手
取
り
見
て

デ
ー
ト
す
る
気
も
消
え
う
せ
て

ロ
ケ
ッ
ト
し
ん
た
ろ
う

誕
生
日今日

は
豪
華
に
発
泡
酒

い
つ
も
第
３
ビ
ー
ル
を

飲
ん
で
る
労
働
者

差
別
さ
れ

冷
や
飯
食
わ
さ
れ

放
置
さ
れ
ど
え
む

※
事
務
局
の
集
計
誤
り
に
よ
り
、
一
部

順
位
の
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者

に
は
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
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０５年の昇進和解、そして０６年
の一括和解以降、52名もの仲間が
国労へ復帰・加入している。特に
昨年９月の定期大会以降、17名の
復帰・加入があり、今までにはな
い流れが出来てきている。一括和
解以降、私たち国労は和解の趣旨
に則り、公平・公正に扱うよう会
社に求めてきた。しか
しながら分会アンケー
トの結果から不公平感
が払拭されていないこ
とを指摘し、中労委に
対して「あっせん」を
申請してきた。それに対して会社
は応諾したものの、事情聴取段階
で膠着状態が続いていたが、会社
が事象に対して誠心誠意団体交渉
で対応することを表明し、中労委
は「自主解決に向けた機運が醸成
されつつある」とし、労使交渉に
委ねると判断をした。
今後、職場で起きている不公平

な取り扱いについて、事象を示し
ながら改善させて行くことが必要
になる。
その一つとして、新規採用者を

柱とした組織拡大の取り組みが重

要である。和解以前は、研修セン
ターで一括して東労組加入が進め
られてきたが、和解後は、私たち
の申し入れなどの取り組みによっ
て昨年から未加入で現場配属する
状況を作り出し、２年連続で東労
組１００％加入を阻止することが
出来た。
しかし仙台では、独身寮で加入

させるなど、まだまだ公平・公正
な扱いを行っているとは言い難い
ところも見られ、本社、支社に対

しそれらも含め申し入れ
を行っている。
貨物についても昨年３

月に和解したが、研修期
間中に貨物労組が説明会
を行い、一括で加入させ

ていたことも明らかになっている。
今年も４月には東日本で１８０

０名、貨物で１２０名の新規採用
者が希望を持って入社してくる。
和解の趣旨を会社に周知徹底させ
るために、サポーターの国労指定
や各組合に労組説明会を実施させ
るなど、公正な扱いを現場段階で
も求めて行くことが必要。
全分会が職場の問題の改善と新

規採用者獲得を柱に組織の強化・
拡大を取り組む中から差別のない
公平・公正な職場を作り働きやす
い職場を作っていこう。
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